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事業等のリスク事業等のリスク

本資料に記載されている、将来に関する記述を含む歴史的事実以外のすべての記述は、当社グループが現在入手している情報に基

 

づく、現時点における予測、期待、想定、計画、認識、評価等を基礎として記載されているに過ぎません。また、予想数値を算定するた

 

めには、過去に確定し正確に認識された事実以外に、予想を行うために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いています。これらの記

 

述ないし事実または前提（仮定）は、客観的には不正確であったり将来実現しない可能性があります。その原因となる潜在的リスクや

 

不確定要因としては以下の事項があり、これらはいずれも当社グループの事業、業績または財政状態に悪影響を及ぼす可能性があり

 

ます。また潜在的リスクや不確定要因はこれらに限られるものではありませんのでご留意下さい。

1.

 

携帯電話の番号ポータビリティ、新規事業者の参入など、通信業界における他の事業者等及び他の技術等との競争の激化や競争レイヤーの広がりを

 

はじめとする市場環境の変化に関連して、当社グループが獲得・維持できる契約数が抑制されたり、ＡＲＰＵの水準が逓減し続けたり、コストが増大す

 

る可能性があること

2.

 

当社グループが提供している、あるいは新たに導入・提案するサービス・利用形態・販売方式が十分に展開できない場合、当社グループの財務に影響

 

を与えたり、成長が制約される可能性があること

3.

 

種々の法令・規制・制度の導入や変更または当社グループへの適用により、当社グループの事業運営に制約が課されるなど悪影響が発生し得ること

4.

 

当社グループが使用可能な周波数及び設備に対する制約に関連して、サービスの質の維持・増進や、顧客満足の継続的獲得・維持に悪影響が発生

 

し得ること

5.

 

当社グループが採用する移動通信システムに関する技術と互換性のある技術を他の移動通信事業者が採用し続ける保証がなく、当社グループの国

 

際サービスを十分に提供できない可能性があること

6.

 

当社グループの国内外の投資、提携及び協力関係や、新たな事業分野への出資等が適正な収益や機会をもたらす保証がないこと

7.

 

当社グループの携帯電話端末に決済機能を含む様々な機能が搭載され、当社グループ外の多数の事業者等のサービスが携帯電話端末上で提供さ

 

れるなかで、端末の故障・欠陥・紛失等や他の事業者等のサービスの不完全性等に起因して問題が発生し得ること

8.

 

当社グループの提供する製品・サービスの不適切な使用により、当社グループの信頼性・企業イメージに悪影響を与える社会的問題が発生し得ること

9.

 

当社グループまたは業務委託先等における個人情報を含む業務上の機密情報の不適切な取り扱い等により、当社グループの信頼性・企業イメージ

 

の低下等が発生し得ること

10.当社グループが事業遂行上必要とする知的財産権等の権利につき当該権利の保有者よりライセンス等を受けられず、その結果、特定の技術、商品

 

またはサービスの提供ができなくなる可能性があること、また、当社グループが他者の知的財産権等の権利の侵害を理由に損害賠償責任等を負う可

 

能性があること

11.自然災害、電力不足等の社会インフラの麻痺、有害物質の拡散、テロ等の災害・事象・事件、及び機器の不具合等やソフトウェアのバグ、ウィルス、

 

ハッキング、不正なアクセス、サイバーアタック等の人為的な要因により、当社グループのサービス提供に必要なネットワークや販売網等の事業への障

 

害が発生し、当社グループの信頼性・企業イメージが低下したり、収入が減少したり、コストが増大する可能性があること

12.無線通信による健康への悪影響に対する懸念が広まることがあり得ること

13.当社の親会社である日本電信電話株式会社が、当社の他の株主の利益に反する影響力を行使することがあり得ること
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１．東日本大震災からの復旧と１．東日本大震災からの復旧と

 
新たな災害対策新たな災害対策
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（１）（１）

 

被災状況被災状況

１．東日本大震災からの復旧と

 

新たな災害対策
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東日本大震災の被災状況東日本大震災の被災状況

・

 

ドコモの通信設備・ドコモショップなども大きな被害を受けた

津波により倒壊
（コンクリート柱）

①基地局設備（宮城県

 

松島野蒜）

③伝送設備

 

（岩手県

 

野田村） ④ドコモショップ

 

（宮城県

 

石巻東店）

津波により移動

②基地局設備

 

（宮城県

 

石巻緑町）
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（２）（２）

 

東日本大震災からの復旧東日本大震災からの復旧

Copyright (C) 2011
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１．東日本大震災からの復旧と

 

新たな災害対策
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サービスエリアの復旧状況サービスエリアの復旧状況

・

 

４月３０日時点で震災前のサービスエリアにほぼ復旧

使用不可エリア

３月１２日時点

地震・津波による

 

直接被害

 

（損壊・水没など）

地震による伝送路断

 

（光ファイバなど）

長時間停電による

 

バッテリの枯渇

使用可能エリア

主なサービス中断要因

４，９００局がサービス中断 震災前のエリアにほぼ復旧

４月３０日時点
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（３）（３）

 

新たな災害対策新たな災害対策

Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.

１．東日本大震災からの復旧と

 

新たな災害対策
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新たな災害対策新たな災害対策

①災害時における通信確保のために大ゾーン方式基地局を
全国に設置（１０４ヶ所）

⇒

 

人口の約３５％をカバー

②都道府県庁、市区町村役場等の通信を確保するため、

 

基地局の無停電化、バッテリーの２４時間化を推進
（約１,９００局）

⇒

 

人口の約６５％をカバー、災害拠点病院の約５０％

③衛星携帯電話の即時提供による避難所等の通信確保
（３,０００台）

④

 

衛星システムを活用したエリアの早期構築
・衛星エントランス基地局の増設

 

（車載型：１９台に倍増、可搬型：新規２４台）

⑤

 

マイクロエントランス回線を活用した機動的なエリア構築
・非常用マイクロ設備の配備（１００区間）

⑥

 

災害時に強いパケット通信を活用した

 

「災害用音声お届けサービス」の開発

⑦

 

復旧エリアマップの拡充

⑧

 

操作性向上の為、災害用伝言板の音声ガイダンス対応

⑨

 

エリアメールの更なる活用（津波警報への拡大）
⑩

 

ＳＮＳ等との連携によるＩＣＴ活用の更なる推進

災害時における

 

お客様の更なる

 

利便性向上

重要エリアにおける
通信の確保

被災エリアへの

 

迅速な対応

人口密集地及び行政機関の

 

通信を確保
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取り組み施策

大ゾーン基地局の設置

基地局の
無停電化

基地局の
バッテリー２４時間化

衛星携帯電話の
即時提供

災害用音声お届けサービス

復旧エリアマップの拡充

新たな災害対策の進捗状況新たな災害対策の進捗状況

・新たな災害対策は、２０１２年２月末で全施策が概ね完了

３月末１２月末６月末４月 ９月末

完了

２月末で全１０４局の設置完了

可搬型 完了

完了

国や地方公共団体が配信する際の

 

利用料金の無料化（７月１日～）

完了

車載型

完了

完了

完了

非常用マイクロエントランス
回線設備の充実

エリアメールの更なる活用

衛星システムの充実

更なる迅速化・視認性向上ＨＰ提供の迅速化 完了 完了

完
了

ＳＮＳ等との連携による
ＩＣＴ活用

災害伝言板サービスの
音声ガイダンス対応

完
了

概
ね
完
了

概
ね
完
了

完
了

完
了

完
了

完
了

完
了

完
了

完
了

完了夏モデルの一部機種より開始

①

②－１

②－２

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

津波警報への

 

対応開始

２０１１年 ２０１２年

２０１１年６月末で約７００局が完了 （２０１２年２月末：約７２０局）

２０１２年２月末で約１,０００局概ね完了

２０１２年２月末で約１,０００台確保（全３,０００台の早期配備完了に向けて取り組む）

２０１１年９月末で可搬型全２４台、

 

２０１２年１月末で車載型全９台の配備完了

２０１１年９月末で全１００区間の配備完了

２０１２年３月１日より提供開始
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大ゾーン基地局の設置①大ゾーン基地局の設置①

・広域災害・停電時に人口密集地の通信を確保するため、通常の基地局とは別

 

に、大ゾーン基地局を２０１２年２月末で全国に設置完了（１０４ヶ所）

・都道府県毎に概ね２ヶ所（東京は６ヶ所、大阪は４ヶ所）

半径約７Ｋｍをカバー
※一般の基地局カバー範囲は半径数100ｍ～数ｋｍ

停
電

停
電

停
電

無線伝送路

損壊

有線伝送路

有線伝送路

回線断

人口密集地
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大ゾーン基地局の設置大ゾーン基地局の設置

 

②②

・

 

大ゾーン基地局は、２０１２年２月末時点で全１０４局を設置完了

（名古屋市） （岐阜市）
（渋谷区） （千代田区）

（旭川市） （釧路市）

【北海道地区

 

３局】 【東北地区

 

１２局】

（仙台市） （秋田市） （金沢市） （富山市）

【北陸地区

 

６局】

【関西地区

 

１４局】

（大阪市） （神戸市）

（広島市） （鳥取市）

【中国地区

 

１０局】【関東甲信越地区

 

２５局】

（横浜市）

【東海地区

 

１０局】

【四国地区

 

８局】

（高松市） （高知市）

（鹿児島市） （沖縄市）

【九州地区

 

１６局】

（埼玉市） （長野市） （新潟市）

（津市）（静岡市）

（和歌山市） （姫路市）
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基地局の無停電化・バッテリーによる２４時間化基地局の無停電化・バッテリーによる２４時間化

都道府県庁、市区町村役場等の重要エリアの通信を確保する対策は２０１２年２月末で概ね完了

・エンジンによる無停電化は２０１１年６月末で概ね対策完了（２０１２年２月末：約７２０局、完了率：約９９％）

・バッテリー２４時間化は２０１２年２月末で概ね対策完了（２０１２年２月末：約１,０００局、完了率：約８７％）

バッテリー２４時間化

２０１２年２月末で概ね対策を完了
（２０１２年２月末：約１,０００局）

エンジンによる無停電化

無線伝送路

都道府県庁
市区町村役場等

エンジン

２０１１年６月末で概ね対策を完了
（２０１２年２月末：約７２０局）

無線伝送路

都道府県庁
市区町村役場等

バッテリー

（エンジン） （バッテリー収容箱） （バッテリー）
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災害用音声お届けサービス災害用音声お届けサービス

災害により音声がつながりにくい時にデータ化した音声を届けることが可能
「災害用音声お届けサービス」を、２０１２年３月１日よりサービス提供開始

－２０１２年３月３１日まで体験サービス実施

災害用音声お届けサービス ＜サービス提供内容＞
・無料
・災害用伝言板と同時に提供開始
・全国で利用可能

音声通信音声通信
ネットワークネットワーク

発信規制

ふくそうふくそう

①音声発信①音声発信①音声発信

発信側

パケット通信パケット通信
ネットワークネットワーク

着信側

音声メッセージ音声メッセージ
（ファイル）（ファイル）

③音声メッセージファイルの送信③③音声メッセージファイルの送信音声メッセージファイルの送信

②「災害用音声②「災害用音声
お届けサービス」お届けサービス」
を利用し録音を利用し録音

⑤着信側で再生されたことを自動的に通知⑤着信側で再生されたことを自動的に通知⑤着信側で再生されたことを自動的に通知

無事です。
近くの小学校に
避難しています。

④音声メッセージ④音声メッセージ
ファイルを再生ファイルを再生

声を聞くことが
できます！

無事です。
近くの小学校に
避難しています。
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２．２．ドコモの変革の取り組みドコモの変革の取り組み
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ドコモグループ一丸となったあらゆる面でのお客さま満足度向上に向けた改革

端末

サービス

プロモーション

アフター・顧客対応力

エリア・品質

料金

屋外75Mbps化
スループット対策など

「ｗａｌｋ

 

ｗｉｔｈ

 

ｙｏｕ」

・

 

全業務について見直しを図り、ドコモグループ全社が一丸となって変革を実行

ドコモの変革の取り組みドコモの変革の取り組み

48時間以内の訪問対応
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※１

 

出典：

 

J.D. パワー

 

アジア・パシフィック

 

2011年日本携帯電話サービス顧客満足度調査SM。

 

2011年8月、日本国内在住の携帯電話利用者

 

計31,200名からの回答による。www.jdpower.co.jp

総合満足度総合満足度 第１位第１位

≪データ通信≫
２０１１年３月の調査結果において

 

お客様満足度第１位を受賞（５月１６日）※３

 

「２００９年-２０１１年

 

３年連続第１位」

２０１１年「総合満足度」を含め
１５項目中８項目で満足度１位

総合満足度総合満足度 第１位第１位 ３年連続受賞

３年連続受賞２年連続受賞

※2

 

出典：

 

J.D. パワー

 

アジア・パシフィック2009-2011年日本法人向け携帯電話・PHSサービス顧客満足度調査SM。携帯電話・PHSサービスを提供する事業者に関して

 

従業員100名以上の企業2,466社からの3,214件の回答を得た2011年調査結果による（1社につき最大2携帯電話・PHS事業者の評価を取得）。www.jdpower.co.jp

 

※3

 

日経ＢＰコンサルティングの実施するモバイルデータ通信事業者の提供サービス（LTE、3G、WiMAX等）に関する利用者の総合満足度調査「第3回モバイルデータ通信

 

端末満足度調査（2011年3月実施）」のうち、右記項目による。「総合満足度項目、通信エリアの広さ（屋外）・通信エリアの広さ（屋内）項目、通信品質（接続までの時間）

 

項目、通信品質（通信中の切断）項目、端末の性能／機能／使いやすさ項目、販売店・ショップ店員の対応項目、アフターサービス・サポート項目」

≪法人部門≫
２０１１年６月の調査結果において

 

法人顧客満足度第１位を受賞（９月１５日）※２

 

「２００９年-２０１１年

 

３年連続第１位」

営業窓口の対応

サービス内容

サービス品質

コスト

≪個人部門≫
２０１１年１１月の調査結果において

 

顧客満足度第１位を受賞（１１月２４日）※1

 

「２０10年-２０１１年

 

２年連続第１位」

電話機

通信品質・エリア

各種費用

電話購入経験

提供サービス

アフターサービス対応

・

 

Ｊ.Ｄ. パワー

 

アジア・パシフィック、日経ＢＰコンサルティングによる
携帯電話サービスのお客様満足度の各種調査で第１位を受賞

変革の成果１：変革の成果１：

 

お客様満足度の向上お客様満足度の向上

http://www.jdpower.co.jp/
http://www.jdpower.co.jp/
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・

 

新たなビジネスモデル導入以降、解約率は大幅に改善

変革の成果２：変革の成果２：

 

解約率の低下解約率の低下

0.59

0.500.490.480.460.49

0.94

0.44

0.49
0.450.46

0.44

0.52

0.44

0.520.51

0.680.74

0.85

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

■携帯電話

 

（Ｘｉ+ＦＯＭＡ+ｍｏｖａ）

 

解約率

▲ＭＡＸ系割引（8月）

▲バリューコース

 

（11月）

（単位：％）

2007年度 2008年度

０７年度通期０７年度通期

 

解約率：０解約率：０..８０％８０％
０８年度通期０８年度通期

 

解約率：０解約率：０..５０％５０％

2009年度

０９年度通期０９年度通期

 

解約率：０解約率：０..４６％４６％

2010年度

１０年度通期１０年度通期

 

解約率：０解約率：０..４７％４７％

2011年度
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4200

4300

4400

4500

4600

4700

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q
2,500

2,550

2,600

2,650

2,700

2,750

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

変革の成果３：変革の成果３：

 

パケットＡＲＰＵパケットＡＲＰＵ・パケット収入の向上・パケット収入の向上

・

 

スマートフォン及びデータ通信端末の販売拡大に伴いパケットＡＲＰＵが増加
• パケット収入の伸び率以上に、パケット収入も増加している

パケット収入の推移

２０１０年度 ２０１１年度

2,540

 

（+100）

2,570

 

（+100）

4,6524,652億円億円

 

（＋（＋404404億円、＋億円、＋9.59.5％％））

（）内は前年同期比

パケットＡＲＰＵの推移

２０１０年度 ２０１１年度

0

（単位：円）

2,620

 

（+110）

2,690
（+150）

（単位：億円）

0

（）内は前年同期比

2,6902,690円円

 

（＋（＋150150円）円）
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３．中期ビジョン２０１５３．中期ビジョン２０１５

 
～スマートライフの実現に向けて～～スマートライフの実現に向けて～

Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.
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・・

 

スマートフォンを中心とした多彩なデバイスにおいて、オープンな環境のもとスマートフォンを中心とした多彩なデバイスにおいて、オープンな環境のもと

自由で広がりのあるサービス・コンテンツや快適な操作性の進化に取り組み、自由で広がりのあるサービス・コンテンツや快適な操作性の進化に取り組み、

お客様の更なる楽しさや便利さを追求する。お客様の更なる楽しさや便利さを追求する。

・・

 

「モバイルを核とする総合サービス企業（「モバイルを核とする総合サービス企業（Integrated Service CompanyIntegrated Service Company）」を目指し、）」を目指し、

アライアンス企業との協業により、様々な産業・サービスとモバイルとの融合を通じたアライアンス企業との協業により、様々な産業・サービスとモバイルとの融合を通じた

イノベーションに取り組み、新たな価値を創造し、新しい市場を創出する。イノベーションに取り組み、新たな価値を創造し、新しい市場を創出する。

・・

 

これらサービスの進化と産業・サービスの融合の取り組みを「ドコモのクラウド」でこれらサービスの進化と産業・サービスの融合の取り組みを「ドコモのクラウド」で

加速させ、暮らしやビジネスがより安心・安全で便利・効率的になることにより、加速させ、暮らしやビジネスがより安心・安全で便利・効率的になることにより、

よりより充実したスマートライフの実現を目指す。充実したスマートライフの実現を目指す。

・

 

2020年ビジョン「ＨＥＡＲＴ～スマートイノベーションへの挑戦～」に向けた確実な
ステップとして、「中期ビジョン２０１５～スマートライフの実現に向けて～」を策定

中期ビジョン２０１５中期ビジョン２０１５

 

（要旨）（要旨）
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（１）（１）

 

全体像全体像

Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.

「中期ビジョン２０１５」



SLIDE No.

22

IR PresentationIR Presentation2012 2015 2020

（2020年ビジョン）

～スマートイノベーションへの挑戦～

ＨＥＡＲＴ

（（20202020年ビジョン）年ビジョン）

～スマートイノベーションへの挑戦～～スマートイノベーションへの挑戦～

ＨＥＡＲＴＨＥＡＲＴ

変革とチ
ャレ

ンジ

（～
201

2年
）

中期ビジョン
２０

１５

中期ビジョン
２０

１５

～スマートラ
イフ

の実現に向けて～

～スマートラ
イフ

の実現に向けて～

総合サービス企業への進化

総合サービス企業への進化

・

 

2020年ビジョン「ＨＥＡＲＴ～スマートイノベーションへの挑戦～」の実現を目指し、
2015年に向けた取り組みを「中期ビジョン２０１５」として策定

「中期ビジョン２０１５」の位置付け「中期ビジョン２０１５」の位置付け
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お客様満足度向上に向けた取り組みお客様満足度向上に向けた取り組み

モバイルのサービス進化
に向けた取り組み

モバイルのサービス進化
に向けた取り組み

産業・サービスの融合による
新たな価値創造の取り組み

産業・サービスの融合による
新たな価値創造の取り組み

一人ひとりのスマートライフの実現
《

 

パーソナルライフエージェント

 

》

便利・充実・効率的 楽しみ・喜び安心・安全

ネットワーククラウド

「ビジネス」
クラウド

「パーソナル」
クラウド

ドコモのクラウドドコモのクラウド

ドコモのクラウドドコモのクラウド

「パーソナル」クラウド

コンシューマ向けに

幅広いサービスを

支える基盤

「ビジネス」クラウド

新しいビジネススタイルを

提供するソリューション基盤

「ネットワーク」クラウド

ネットワークでの高度な

情報処理・通信処理により

付加価値を提供する基盤

「パーソナル」クラウド

「ビジネス」クラウド

ネットワーククラウド

・

 

モバイルのサービス進化と、産業・サービスの融合による新たな価値創造の取り組みを
ドコモのクラウドにより加速させ、スマートライフの実現を目指す

スマートライフの実現に向けてスマートライフの実現に向けて
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（２）（２）

 

モバイルのサービス進化モバイルのサービス進化

 
に向けた取り組みに向けた取り組み

Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.

「中期ビジョン２０１５」
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0

100

200

300

400

500

600

700

800

スマートフォンスマートフォン

 

（（販売数販売数））

・

 

２０１１年度３Ｑ累計のスマートフォン販売数は５５３万台

スマートフォン販売数

２５２２５２

５５３５５３

２０１０年度
通期

２０１１年度
３Ｑ累計

（単位：万台）

：１Ｑ販売数

：２Ｑ販売数

：３Ｑ販売数

：４Ｑ販売数

２０１１年度
通期計画

８５０
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スマートフォンスマートフォン（端末ラインナップ）（端末ラインナップ）

・

 

２０１１年冬春モデルスマートフォンは、２４機種
・

 

２０１２年２月末時点で、冬春モデルスマートフォンはＸｉ対応４機種を含む１８機種を発売

２０１１年冬春モデルスマートフォン

P-01D REGZA

 

Phone

 

T-01D

AQUOS

 

PHONE

 

SH-01D
LUMIX PHONE

 

P-02D
ARROWS

 

kiss

 

F-03D

AQUOS PHONE

 

slider 
SH-02D

11月18日
発売

11月25日
発売

12月23日
発売

12月7日
発売

12月2日
発売

11月10日
発売

Q-pot.

 

Phone

 

SH-04D 

GALAXY SⅡ

 

LTE

 

SC-03D
MEDIAS PP

 

N-01D
OPTIMUS

 

LTE

 

L-01D
ARROWS X LTE

 

F-05D
GALAXY NEXUS 

SC-04D
Xperia PLAY

SO-01D

10月26日
発売

11月24日
発売

12月9日
発売

12月17日
発売

12月2日
発売

12月15日
発売

MEDIAS

 

LTE

 

N-04D

BlackBerry

 

Bold

 

9900

ARROWS

 

μ
F-07D

Xperia

 

NX

 

SO－02D

２０１１年度３Ｑ２０１１年度３Ｑ ２０１１年度

 

４Ｑ２０１１年度

 

４Ｑ

1月20日
発売

MEDIAS ES

 

N-05D
PRADA phone

 

by LG

 

L-02D

1月26日
発売

2月14日
発売

2月15日
発売

2月24日
発売

Disney

 

Mobile on 
docomo F-08D

3月1日
発売

2月22日
発売

3月中旬
発売（予定）

3月中旬
発売（予定）

P-04D

3月下旬
発売（予定）

Disney

 

Mobile on 
docomo P-05D

3月中旬
発売（予定）

AQUOS

 

PHONE

 

SH-06D

3月下旬
発売（予定）

春得スマホキャンペーン ２０１２年２月１日～２０１２年３月３１日

ドコモ

 

スマートフォン
購入時

端末購入サポート
対象機種から

Ｘｉへの機種変更時

月々サポートを増額し、
実質ご負担額を

端末購入サポート
解除料と同額を

５５,,０４０円引０４０円引 キャッシュバックキャッシュバック

Xperia acro HD
SO－03D

（１２機種）

（１２機種）
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ｉモードの人気コンテンツや
スマートフォンならではのコンテンツも充実

ＣＰは約９００社、約３，９００サイト
※2011年１２月末時点

 

今後拡大予定

スマートフォンスマートフォン向け新サービス①向け新サービス①

 

（（ｄｄメニュー、メニュー、ｄｄマーケットマーケット））

・

 

スマートフォンにおける新しいチャレンジとして、新しいポータルサイト「ｄメニュー」を開始
・

 

ｉモードの課金認証の仕組みをスマートフォンにも導入

 

・

 

新たに、スマートフォン向けのドコモ直営コンテンツマーケット「ｄマーケット」を開始

ｄメニュー 2011年11月提供開始2011年11月提供開始

これまでのスマートフォンにはないこれまでのスマートフォンにはない

 

新しいポータルサイト新しいポータルサイト
新しい「楽しみ」が見つかる新しい「楽しみ」が見つかる

 

ドコモ直営のコンテンツマーケットドコモ直営のコンテンツマーケット

ｄマーケット

※画像はイメージです

Ａｎｄｏｒｏｉｄマーケットから

 

ドコモが厳選
約３５,０００タイトル

約１００万楽曲約５，０００タイトル

2011年11月提供開始2011年11月提供開始

■訪問者数（１１月１８日～１２月３１日累計）■訪問者数（１１月１８日～１２月３１日累計）

対応端末利用者のうち対応端末利用者のうち

 

ｄｄマーケット訪問率マーケット訪問率

 

約８０％約８０％



SLIDE No.

28

IR PresentationIR Presentation

【Ｘｉ新料金プランの導入】

２０１０ ２０１１

約２倍

２０１５

約１２倍

（年度）

新料金プラン新料金プラン

ネットワーク容量の拡大ネットワーク容量の拡大

ネットワーク負荷の軽減

（データオフロード）

ネットワーク負荷の軽減

（データオフロード）

トラフィックコントロールトラフィックコントロール

Ｘｉへのマイグレーション促進
新周波数の活用
小ゾーン化・セクタ細分化

ヘビーユーザに対する
通信速度制御

Ｍｚｏｎｅ（公衆無線ＬＡＮサービス）の
活用（３万～１０万スポットへ拡大）
フェムトセル・Ｗｉ-Ｆｉの活用（宅内）

速度制限、
階段型料金プランの導入

（トラヒック量）

・

 

増大するトラフィックに対しては、Ｘｉを中心としたネットワークの最適化を図ることで
お客様に安定した通信品質を提供

・

 

スマートフォン５,０００万台を見据え、増大するデータ量のみならずバックグラウンドで
発生する信号量に対しても適切に対応

増大するトラフィックへの対応増大するトラフィックへの対応

トラフィックの推移（予想） 対応方針

【ネットワーク容量対策】

スマートフォン５,０００万台に耐えうる
ネットワーク基盤の構築ネットワーク基盤高度化ネットワーク基盤高度化
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１月２５日に発生したネットワーク障害の概要１月２５日に発生したネットワーク障害の概要

【発生日時】

2012年1月25日（水）

 

08：26

【回復日時】

2012年1月25日（水）

 

13：08

【サービス影響時間】

約4時間40分

【サービス影響内容】

・ＦＯＭＡ音声及びパケット通信で

発着信しづらい

・位置登録しづらい（圏外表示）

【影響人数】

最大約２５２万人

【申告件数】

２５２件

申し訳ございませんが、
著作権の都合上、地図データを

削除させていただきました。
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現行パケット交換機（７台）
新型パケット交換機（３台）

無線制御装置（３７台）

・・・・・・・

1月20日より
23台収容済み

エリアA エリアB

規制

・発信/着信（音声・パケット）しづらい
・位置登録しづらい（圏外）

・・・・

・・・・

・・・
・

・・・・

規制 規制

・・・・ ・・・・
・・・・

・・・・ ・・・
・

・・・
・

・・・・

・・・・

目黒区、大田区、品川区、世田谷区

 

中央区、港区、千代田区、渋谷区
新宿区、文京区、江東区、江戸川区、墨田区

 

葛飾区、港区、千代田区、渋谷区

ふくそう

現行パケット交換機（4台）

1月24日深夜に
切替

新型パケット交換機への切替と事象原因新型パケット交換機への切替と事象原因

• スマートフォンの急増に対応するため新型パケット交換機への切替作業を行ったが、
アプリケーション（ＶｏＩＰなど）の急激な普及に伴い増加した制御信号を処理しきれず、ふくそうが発生し、
ＦＯＭＡサービスの音声通話とパケット通信が利用しづらい状況となった
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コミュニケーションアプリをご利用されている場合

・

 

移動通信では、通信を行っていない場合、周波数有効利用のために無線リソースを解放

するが、コミュニケーションアプリ（ＶｏＩＰやＣｈａｔなど）の普及により、端末がデータ送受信

することによる、端末～交換機間で接続・解放のための制御信号が急増している。

OS機能に加えてアプリケーション毎に断続的に

制御信号が発生

コミュニケーションアプリをご利用されていない場合

アプリ
zzz

端末を操作していない状態でも、Android

 

OS機能

 

により28分毎に制御信号が発生

Android
OS

パケット
交換機

OSによる制御信号

アプリによる制御信号

アプリ
zzz

Android
OS

パケット
交換機

アプリ

 

Ａ

比較的短時間に
制御信号が発生
（３～５分に1回）

アプリ

 

Ｂ

アプリ

 

Ｃ

28分に
1回発生

28分に
1回発生

制御信号増加の要因制御信号増加の要因
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ドコモの最近の通信障害ドコモの最近の通信障害

発生時期 障害内容 対象地域 障害発生原因

2011年6月6日
従来型の携帯電話も含め、音声通話やメールの送受信、
インターネットへの接続がしづらくなる

関東
甲信越

サービス制御装置の一部パッケージ（ハードウェア）が故障。
バックアップへの切り替えにおいても不具合が発生

2011年8月16日
ｓｐモードのメールの送受信、インターネットへの接続が
しづらくなる

全国
ドコモの通信設備の故障により、大量の再接続が発生し、
ネットワーク認証装置の処理能力がオーバー

2011年12月20日
ｓｐモードのメールアドレスが別の利用者のものと
置き換わる

関西
ｓｐモードサーバでのふくそうに起因して、ｓｐモードサーバ
における電話番号とＩＰアドレスの関連付けにアンマッチが発生

2012年1月1日
ｓｐモードのメール送受信がしづらくなり、
不達メッセージをお届けできない

全国 ｓｐモードメールが集中し、メール情報サーバがスローダウン

2012年1月25日
従来型の携帯電話も含め、音声通話やメールの送受信、
インターネットへの接続がしづらくなる

東京都内
新型パケット交換機への切り替えを実施したところ、
制御信号がパケット交換機の処理能力をオーバー
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審議案件
取締役会
経営会議

取締役会
経営会議

＜凡例＞
★

 

事務局
・

 

構成メンバー

※

 

検討に応じて適宜追加

＜凡例＞
★

 

事務局
・

 

構成メンバー

※

 

検討に応じて適宜追加

ネットワーク基盤高度化対策本部ネットワーク基盤高度化対策本部

■対策のポイント
① スマートフォン増大に伴う

 

トラフィック増への対応

 

②

 

異常時のバーストトラフィック
への対処

③

 

情報セキュリティの更なる強化
④

 

不具合発生時のお客様対応の

 

あり方

 

■対策のポイント
① スマートフォン増大に伴う

 

トラフィック増への対応
②

 

異常時のバーストトラフィック
への対処

③

 

情報セキュリティの更なる強化
④

 

不具合発生時のお客様対応の

 

あり方

※案件の重要性に応じて、副本部長を主査とし、検討メンバーは適宜事務局にて調整する

＜本部長＞
代表取締役社長

 

山田隆持

＜本部長＞
代表取締役社長

 

山田隆持

＜副本部長＞
代表取締役副社長

 

辻村清行

＜副本部長＞
代表取締役副社長

 

辻村清行

＜検討メンバー＞
・取締役常務執行役員以上
・研究開発推進部
・移動機開発部
・ﾈｯﾄﾜｰｸ開発部
・無線ｱｸｾｽ開発部
・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部
・CS推進部
・ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ部
・ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ部
・ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｰﾋﾞｽ部
・ﾕﾋﾞｷﾀｽｻｰﾋﾞｽ部
・ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ部
・無線ｱｸｾｽﾈｯﾄﾜｰｸ部
・ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ部

＜検討メンバー＞
・取締役常務執行役員以上
・研究開発推進部
・移動機開発部
・ﾈｯﾄﾜｰｸ開発部
・無線ｱｸｾｽ開発部
・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部
・CS推進部
・ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ部
・ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ部
・ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｰﾋﾞｽ部
・ﾕﾋﾞｷﾀｽｻｰﾋﾞｽ部
・ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ部
・無線ｱｸｾｽﾈｯﾄﾜｰｸ部
・ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ部

・ｻｰﾋﾞｽ運営部
・端末ｻｰﾋﾞｽ部
・販売部
・ﾌﾛﾝﾄ支援ｾﾝﾀｰ
・お客様ｻｰﾋﾞｽ部
・料金営業部
・法人ﾋﾞｼﾞﾈｽ戦略部
・ｸﾚｼﾞｯﾄ事業部
・情報ｼｽﾃﾑ部
・総務部
・法務部
・情報ｾｷｭﾘﾃｨ部
・広報部
★経営企画部
★ﾈｯﾄﾜｰｸ部

ネットワーク基盤高度化対策本部の設置ネットワーク基盤高度化対策本部の設置

・

 

スマートフォンの利用者急増に対応したネットワークの高度化を実現するため、

社長を本部長とした「ネットワーク基盤高度化対策本部」を設置

※

 

設置時期

 

：

 

２０１１年１２月２５日（日）
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・

 

スマートフォン利用者急増に伴い発生する障害に対しては、当面の対処を行う

・

 

ネットワークの信頼性向上に向けた抜本対策の実行により、スマートフォン５,０００万台
にも耐えうるネットワーク基盤高度化を実現する

投資額

２０１１～１４年度

 

４００億円スマートフォン
５,０００万台
に耐えうる
基盤の構築

ｓｐモードシステム
（MAPS）

パケット交換機
２０１１～１４年度

 

１,２００億円

一連の障害に対する当面の対処
２０１１～１２年度

 

４０億円

ネットワーク基盤高度化に向けた対処策ネットワーク基盤高度化に向けた対処策

ネットワークが安定して運用できる状態であることを確認

信頼性回復に向けた今後の更なる対策
・ｓｐモードシステム

 

⇒

 

バーストトラフィック対策、拡張性向上に向けた対策
・パケット交換機

 

⇒

 

更なる処理能力の向上、制御信号の抑制

２０１２年
２月２１日

発表
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１００Ｍｂｐｓ※７５Ｍｂｐｓ
最大

スループット

2011
※

 

2014年度以降全国対応

2012 2013 2014 2015 （年度）

Ｘｉ設備

投資額
約３,３００億円
（２０１０～２０１２年度）

約５,５００億円
（２０１３～２０１５年度）

エリア展開

地方都市
全市区町村

県庁所在地級都市

約８０％

主要都市

約２５％

約７０％

人口カバー率

エリア展開の前倒し・促進

２０１１年度

２０１２年度

２０１３年度

２０１４年度

約９８％

・

 

２０１４年度に全国人口カバー率約９８％を目指してエリア展開を促進するとともに、
高速通信環境（最大スループット

 

１００Ｍｂｐｓ）の早期実現を目指す

「Ｘｉ」（クロッシィ）のエリア展開「Ｘｉ」（クロッシィ）のエリア展開
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※１

 

スマートフォン契約数はタブレット端末含む。

 

※２

 

Ｘｉ契約数はデータ通信・Ｗｉ-Ｆｉ・タブレット端末含む。

20152010

２４０

2011

１,０２０

４４,,００００００万契約万契約

（万契約）

（年度） 20152010

３

2011

１３０

３３,,００００００万契約万契約

（年度）

2015年度目標

４,０００万契約

スマートフォン

2015年度目標

３,０００万契約

Ｘｉ

（万契約）

・

 

スマートフォン・Ｘｉの更なる普及拡大に向けた取り組みの推進により、
２０１５年度においてスマートフォン契約数４,０００万契約・Ｘｉ契約数３,０００万契約を目指す

スマートフォン・「Ｘｉ」（クロッシィ）契約数スマートフォン・「Ｘｉ」（クロッシィ）契約数

スマートフォン契約数※１ Ｘｉ契約数※２
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２０１５２０１１

（収入）

（年度）

約１.８兆円

約約２２..７兆円７兆円

約１.５倍

スマートフォン・Ｘｉへの移行促進・新規獲得スマートフォン・Ｘｉへの移行促進・新規獲得

新たなサービスの利用促進新たなサービスの利用促進

タブレットなど２台目需要の獲得タブレットなど２台目需要の獲得

・

 

ｄメニュー・ｄマーケットのコンテンツラインナップの更なる充実

・

 

ＳＮＳ連携やインターネットサービス連携など新しいサービスの提供

・

 

ＦｅｌｉＣａ・ＮＦＣなどを活用したリアル店舗での利用シーンの拡大

・

 

Ｘｉ対応機種拡大など多彩な端末ラインナップの展開

・

 

初めてでも簡単にご利用いただける操作性の提供

・

 

安心してご利用いただくためのセキュリティやサポート体制の拡充

・

 

タブレットならではのコンテンツ・アプリラインナップの充実

・

 

１つのＩＤで複数のデバイスを利用するマルチデバイス環境の整備

・

 

タブレット等の法人向け利用シーンの提案による需要獲得

・

 

データカード・Ｗｉ-Ｆｉルータなど様々なデバイスの提供

・

 

スマートフォンを中心としたサービスの進化、Ｘｉの普及拡大、パケット収入向上に向けた
取り組みの推進により、２０１５年度において２０１１年度比約１.５倍のパケット収入を目指す

パケット収入向上に向けてパケット収入向上に向けて

パケット収入
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（３）（３）

 

産業・サービスの融合による産業・サービスの融合による

 
新たな価値創造新たな価値創造

 
～モバイルを核とする総合サービス企業への挑戦～～モバイルを核とする総合サービス企業への挑戦～

Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.

「中期ビジョン２０１５」
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アライアンス企業との協業により、
新たな価値を創造し、新しい市場を創出する

新たな市場の創出

イノベーションによる

新たな価値創造

様々な様々な

産業・サービス産業・サービス
モバイルモバイル×

・

 

モバイルとシナジー効果の高い事業領域において、アライアンス企業との協業により
様々な産業・サービスとの融合を通じたイノベーションを起こし、新しい市場を創出する

新たな市場創出に向けて新たな市場創出に向けて
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様々なメディア・コンテンツとモバイルとの融合に

関する事業

「ｍｍｂｉ」「Ｄ２Ｃ」

「映像（放送）/音楽/書籍/ゲーム/

情報コンテンツの提供」

 

等

メディア・コンテンツ事業

モバイルの特性を活用したコマース関連事業

「ネットショッピングサービス」

「通信販売

 

（オークローンマーケティング

 

等）」

「リアル店舗への新送客サービス」

「ターゲティング広告」

 

等

コマース事業

モバイルの特性やクレジット機能などを活用した

金融・決済関連事業

「クレジット（ｉＤ/ＤＣＭＸ）」「ワンタイム保険」

「ケータイ払い/ケータイ送金/ドコモ口座」

「グローバル決済アグリゲーション」

「ケータイ補償お届けサービス」

 

等

金融・決済事業

モバイルを活用した健康・医療に関する事業

「健康管理・予防支援サービス」

「健保・福利厚生連携サービス」

「受診・治療支援サービス」

 

等

メディカル・ヘルスケア事業

２０１１年度 ２０１５年度

成長規模※

２０１１年度 ２０１５年度

２０１１年度 ２０１５年度

２０１１年度 ２０１５年度

※

 

売上高

 

２０１５年度/２０１１年度（見込み）比

７００億円
1,800億円

６００億円
４０億円

約３～５倍 約１.５倍

約３～５倍
約７～１０倍

・

 

モバイルと産業・サービスとの融合による新たな価値創造を目指して、アライアンス
企業との協業により様々な取り組みを推進する

新たな市場創出に向けた主な取り組み新たな市場創出に向けた主な取り組み

 

①①
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モバイルを活用した様々なエネルギー・エコロジー

に関する事業

「エネルギー使用ログを活用したサービス」

「グリーン基地局」「園芸サポート」

「サイクルシェアリング」

 

等

環境・エコロジー事業

様々な機器とモバイルとの融合に関する事業

「グローバルＭ２Ｍプラットフォーム」

「ゲーム機/電子書籍/カメラ/

ヘルスケア機器/自動車/カーナビ/

建設機器」

 

等

Ｍ２Ｍ事業

グローバル展開を中心とした各種サービス・

アグリゲーション関連事業

「ｎｅｔ

 

ｍｏｂｉｌｅ（独）」

「コンテンツ・アグリゲーション」

「ポータル・アグリゲーション」

 

等

アグリゲーション・プラットフォーム事業

モバイルを活用した安心・安全に関する事業

「セキュリティ関連サービス」

「お預かり関連サービス」

「見守り関連サービス」

 

等

安心・安全事業

２０１１年度 ２０１５年度

１００億円

３０億円

２０１１年度 ２０１５年度

２０１１年度 ２０１５年度

１００億円約７～１０倍 約７～１０倍

約１０～２０倍

２０１１年度 ２０１５年度

１５０億円 約３～５倍

新たな市場創出に向けた主な取り組み新たな市場創出に向けた主な取り組み

 

②②

成長規模※

※

 

売上高

 

２０１５年度/２０１１年度（見込み）比
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新たな市場創出に向けた主な取り組み新たな市場創出に向けた主な取り組み

 

③③

・

 

新たな価値創造・市場創出に向け、企業や自治体との資本・業務提携を推進
・

 

モバイル特性を活かした協業により、各事業への本格参入を目指す

Ｍ２Ｍ事業

環境・エコロジー事業

メディカル・ヘルスケア事業

アグリケーション・プラットフォーム事業

・２０１２年

 

日本初のスマホ向け放送「ＮＯＴＴＶ（ノッティービー）」
４月サービス開始予定
資本金４９７億円（２０１１年１１月増資）
テレビ各局と連携

・

 

２０００年

 

電通等と共同出資による

モバイル広告事業「Ｄ２Ｃ」社設立

・２０１０年

 

日産の電気自動車「リーフ」に通信モジュール搭載
通信と車の融合サービス提供

・２０１０年

 

カーナビへの情報提供サービス「ドライブネット」提供

 

（パイオニアと提携）

・２０１１年

 

ソニーの携帯型ゲーム機

 

「ＰｌａｙＳｔａｔｉｏｎ®Ｖｉｔａ」向けに

 

ﾃﾞｰﾀ通信専用ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞﾌﾟﾗﾝ提供

・２０１０年

 

自転車共同利用サービス「サイクルシェアリング」
自治体との共同運営実施（札幌市・横浜市・藤沢市）

・２０１１年

 

「次世代グリーン基地局」の取り組み推進

・２００５年

 

三井住友カードに３４％出資、おｻｲﾌｹｰﾀｲ「ｉＤ」提供

２００６年

 

ｸﾚｼﾞｯﾄｻｰﾋﾞｽ「ＤＣＭＸ」提供

・２０１１年

 

「ドコモ医療保険」提供

 

（東京海上日動火災保険と提携）

・２００９年

 

ドイツの「ネット・モバイル」社に約８７％出資
モバイルコンテンツ配信プラットフォーム事業推進

・２０１１年

 

「ネット・モバイル」社を通じて、

 

ドイツの商業銀行「Ｂａｎｋｖｅｒｅｉｎ

 

Ｗｅｒｔｈｅｒ

 

ＡＧ」に約９５％出資

・２００９年

 

テレビ通信販売事業
「オークローンマーケティング」社に５１％出資

・２０１２年

 

食品宅配事業

「らでぃっしゅぼーや」社と資本提携合意

・２０１１年

 

健康管理ｻﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ「ｄｏｃｏｍｏ

 

Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ」提供

・２０１１年

 

「オムロンヘルスケア」社と健康・医療ビジネスの
新会社設立で合意

メディア・コンテンツ事業 金融・決済事業

コマース事業

http://www.net-m.de/


SLIDE No.

43

IR PresentationIR Presentation

これまで 今後

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
サ
ー
ビ
ス

キ
ャ
リ
ア

プラットフォーム事業を
積極的に展開

「Ｍ２Ｍプラットフォーム」
「コンテンツ・アグリゲーション

プラットフォーム」
「金融・決済プラットフォーム」

：

プラットフォーム事業を
積極的に展開

「Ｍ２Ｍプラットフォーム」
「コンテンツ・アグリゲーション

プラットフォーム」
「金融・決済プラットフォーム」

：

ＶＭＧ（越）

ＢＷ（独）

百度ＪＶ（中）

Ｄ２Ｃ（中）

地理的拡大地理的拡大

サービス拡大サービス拡大

幅広い顧客との接点を確保その他キャリア展開

連携

出資 提携・アライアンス

・

 

海外キャリアへの出資・提携の推進に加え、今後は総合サービス企業としての
グローバル展開に向けたプラットフォーム構築等にも注力していく

グローバル展開グローバル展開

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://globalheart24.com/vietnam-flag.gif&imgrefurl=http://globalheart24.com/vietnam-intro.htm&h=289&w=435&sz=10&tbnid=zLefJZYZAzzHtM:&tbnh=84&tbnw=126&prev=/search%3Fq%3D%25E3%2583%2599%25E3%2583%2588%25E3%2583%258A%25E3%2583%25A0%25E5%259B%25BD%25E6%2597%2597%26tbm%3Disch%26tbo%3Du&zoom=1&q=%E3%83%99%E3%83%88%E3%83%8A%E3%83%A0%E5%9B%BD%E6%97%97&hl=ja&usg=__q-Bcg8mzArbePnvcQ6vKUjACDkI=&sa=X&ei=YYtHTq-LI6iemQXV2_nIBg&ved=0CBgQ9QEwAw
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://atlas.cdx.jp/nations/asia/image/fchina.gif&imgrefurl=http://atlas.cdx.jp/nations/asia/china.htm&usg=__QfaZR9u9_UHWyJtxQ_CGwFwaVs0=&h=216&w=321&sz=2&hl=ja&start=14&zoom=1&tbnid=cv2JRNU_6fvGfM:&tbnh=79&tbnw=118&ei=4NhVTvO-NOX-mAWi2e2bDA&prev=/search%3Fq%3D%25E4%25B8%25AD%25E5%259B%25BD%25E3%2580%2580%25E5%259B%25BD%25E6%2597%2597%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DX%26tbm%3Disch%26prmd%3Divns&itbs=1
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://atlas.cdx.jp/nations/asia/image/fchina.gif&imgrefurl=http://atlas.cdx.jp/nations/asia/china.htm&usg=__QfaZR9u9_UHWyJtxQ_CGwFwaVs0=&h=216&w=321&sz=2&hl=ja&start=14&zoom=1&tbnid=cv2JRNU_6fvGfM:&tbnh=79&tbnw=118&ei=4NhVTvO-NOX-mAWi2e2bDA&prev=/search%3Fq%3D%25E4%25B8%25AD%25E5%259B%25BD%25E3%2580%2580%25E5%259B%25BD%25E6%2597%2597%26hl%3Dja%26lr%3D%26sa%3DX%26tbm%3Disch%26prmd%3Divns&itbs=1
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（収入）

（年度）

約０.４兆円

約１約１兆円兆円

約２.５倍

マジョリティ出資を基本とした合弁会社の設立など、アライアンス企業

との協業により、様々な産業・サービスとの融合を通じたイノベーション

を起こし、新しい市場を創出する。

グローバルについてはプラットフォーム事業を積極的に展開していく。

・ メディア・コンテンツ事業

・ コマース事業

・

 

金融・決済事業

・

 

メディカル・ヘルスケア事業

・

 

環境・エコロジー事業

・ Ｍ２Ｍ事業

・ アグリゲーション・

プラットフォーム事業

・

 

安心・安全事業

など

主な取り組み分野

市場創出に向けた取り組み市場創出に向けた取り組み

新領域における収益拡大新領域における収益拡大

・

 

新領域における収益は、２０１５年度に２０１１年度比約２.５倍の約１兆円を目指す

新領域収益



SLIDE No.

45

IR PresentationIR Presentation

（４）（４）

 

クラウドの活用と安心・信頼クラウドの活用と安心・信頼

 
に向けた取り組みに向けた取り組み

Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.

「中期ビジョン２０１５」
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コンシューマ向けに

幅広いサービスを支える基盤

新しいビジネススタイルを

提供するソリューション基盤

ネットワークでの高度な

情報処理・通信処理により

付加価値を提供する基盤

ネットワーククラウド

「ビジネス」
クラウド

「パーソナル」
クラウド

「パーソナル」クラウド 「ビジネス」クラウド ネットワーククラウド

ドコモのクラウド

・

 

サービスの進化と融合の取り組みを「ドコモのクラウド」で加速させ、便利・充実・効率的
かつ安心・安全なスマートライフの実現を目指す

ドコモのクラウドドコモのクラウド
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ドコモのクラウドサービス例①ドコモのクラウドサービス例①

 

（通訳電話サービス）（通訳電話サービス）

・

 

異なる言語での会話において、まるでネットワークにおいて

通訳が介在するかのように、母国語を使った会話が可能

日本語 英語

相手の言葉を

 

日本語で

 

聞くことが出来る

相手の言葉を

 

英語で

 

聞くことが出来る

母親

 

（日本人）
ホームステイ先の

 

ファミリーとマキ通訳電話機能

マキの母親です。

 

娘がお世話になって

 

います。

I am mother of MAKI. 
Thank you for taking 
care of my daughter.

日本語

 

⇔

 

英語・中国語・韓国語

 

に通訳

ネットワーククラウド

モニターによる試験サービスを実施

 

（２０１１年１１月開始）

通訳
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ドコモのクラウドサービス例ドコモのクラウドサービス例②②

 

（しゃべってコンシェル）（しゃべってコンシェル）

・

 

ユーザーインターフェースの高度化の一環として、音声エージェント機能「しゃべってコンシェル」の
提供を開始（２０１２年３月１日）

・

 

お客様の音声による指示で、端末機能を直感的に利用・操作することができるようになる

音声認識による操作：メール作成音声認識による操作：メール作成

「Ａさんに
メールを送る」

音声操作

メールメール

スケジューラ

通話通話 音楽プレイヤー音楽プレイヤー

カメラカメラ

・・・・・・

音声指示を認識し、音声指示を認識し、

 

メールアプリメールアプリを起動を起動

「メールの本文は
どうしますか？」

端末とネットワークで機能の分散処理を行いサービスを実現端末とネットワークで機能の分散処理を行いサービスを実現

音声認識

エンジン

【【音声エージェント機能の概念図音声エージェント機能の概念図】】

音声合成音声合成

音声認識音声認識

「Ａさんにメールを送る」「Ａさんにメールを送る」

「メールの本文はどうしますか？」「メールの本文はどうしますか？」

ネットワーククラウドネットワーククラウド

音声合成

エンジン

意図解釈

エンジン
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４．財務の状況４．財務の状況

Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.
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2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

（実績） （実績）

（億円）

８,０８３

８,３１０

９,０００億円
以上

８,３４２

（実績） （目標）

・

 

２０１２年度営業利益目標：９,０００億円以上

・

 

２０１１年度営業利益目標８,７００億円に向けて、順調に推移（３Ｑ累計

 

進捗率８５.５％）

（実績）

利益目標利益目標

（計画）

〔２０１１年度

 

３Ｑ決算実績〕

営業利益

 

７，４３８億円

通期計画に対する進捗率

 

８５．５％

８,４４７

８,７００
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3,000

4,000

5,000

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

（単位：

 

円 /

 

株）

０

４,０００円
配当性向：３８.５％

・

 

国内トップレベルの配当性向を維持
・

 

２０１１年度配当金は、一株当たり

 

５,６００円（４００円増配）を予定

５,６００円（予定）

株主還元株主還元

４,８００円
配当性向：４２.１％

４,８００円
配当性向：４３.０％

５,２００円
配当性向：４３.８％

５,２００円
配当性向：４４.１％

配当性向 ４９.０％（予想）



本資料に記載されている会社名、製品名などは該当する会社の商標または登録商標です
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